アーデルベルト・フォン・シャミッソーに見られる対立概念とその克服:『ボンクール城』(Das Schlo&szlig; Boncourt)を中心にして by 渡辺 国彦
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１
　アーデルベルト・フォン・シャミッソー（Adelbert von Chamisso 1781-1838）は、幻想的な
短編小説『ペータ ・ーシュレミールの不思議な話』Peter Schlemihls Wundersame Geschichte（1813）






































　1781 年 14 世紀にさかのぼる古い貴族である Comte Louis Marie de Chamissot とその妻 Marie 
Anne Gargam の７人の子供の６番目としてフランス北東に位置しドイツ国境に近いシャンパー
ニュ（Champagne）の Sainte-Menehouid 近郊のボンクール（Boncourt）城で生まれる。正確
な誕生日は本人にもわからないが、１月 31 日に Louis Charles Adélaïde の名前で洗礼（後に
Adelbert von Chamisso に変更する）。彼の兄弟には Charles Louis Marie Hippolyte (1769 - 1841), 
Louis Marie (1772 - 1778), Jean Baptiste Marie, 通称 Prudent (1773 - 1796), Charles Louis (1774 - 
1822), Madeleine Louise (1779 - 1845）と弟の Charles Marc Eugène (1784 - 1802）がいる。
1789 年（８歳）フランス革命の勃発　１月：Emanuel-Joseph Sieyès のフランスの第３身分の
状況と要求についてのパンフレット。３月：アメリカ合衆国憲法の宣言。６月：フランス３部
会の国民議会への要求。７月 14 日：バスティーユ襲撃。８月 4-11 日：とりわけ封建システム
廃止のために国民憲法の発布。８月 26 日：フランス国民憲法による人間と市民の権利の宣言
1 　Ulrike Weheres, Wolfgang Deninger: Chamissos Lebens Bild.  In: Adelbert von Chamisso Werke in zwei Bänden. 
Band 1.  Stauffacher-Verlag.  Zürich.  1971, S.7 - 63.
Beatrix Langler: Der wilde Europäer. Matthes & Seitz.  Berlin. 2008.



















1793 / 94 年（12-13 歳）シャミッソー家は Lüttich, Haag そして トリーアに滞在。Adelbert（シャ
ミッソー）は、ときより家族から離れて生活。フランス語による最初の詩。
１月 21 日：ルイ 16 世処刑。６月：組織的な恐怖政治の始まり。イギリス、オランダ、スペイ
ンが対フランスのオーストリア・プロイセン同盟を支持する。ポーランド分割。
1794 年７月 27-29 日：ロベスピエールとその賛美者の失脚と処刑。恐怖政治の終了。
1795 年（14 歳）シャミッソー家はデュッセルドルフ、ヴュルツブルクとバイロイトに滞在。
Adelbert は彼の兄たち Hippolyte と Charles Louis のように細密画家として家族の生活費を得る
ために働く。Prudent はベルリンでユグノー教徒の繊維工場経営者のもとで家庭教師の職を得
る。
1796 年（15 歳）５月 Prudent の助けでシャミッソー家はプロイセンの首都に到着。Adelbert










Klopstock や Schiller の作品を読む。３月：第２次同盟戦争の開始。11 月：ナポレオンのクー
デター。第１執政官に就任。





1802 年（21 歳）８月に病気の弟 Eugène とフランスの両親のもとに旅行、そこで弟は死ぬ。
イギリス・フランス間の和平。第２次同盟戦争終結。ナポレオンは国民投票で終身執政官に選
ばれる。
1803 年（22 歳）シャミッソーはベルリンに戻る。Faust 断片。August Wilhelm Schlegel のとこ
ろでの朗読、Johann Gottlieb Fichte との交友。
文学と学問の興味を有した交友関係の成立：Louis de la Foye, Julius Eduard Hitzig, Ferdinand Koreff, 
Wilhelm Neumann, Ludwig Friedrich Franz Theremin, Karl August Varnhagen。後には Heinrich Julius 
Klaproth も。ユダヤ人 Cohen と Ephraim の家での交友。シャミッソーの歩哨詰め所での会合。
ギリシャ語研究。仲間との文芸誌 Musenalmanach auf das Jahr 1804 をシャミッソーの費用で印
刷。フランスの移民 Cérès Duvernay への恋。
ラインの左側からの撤退による賠償。Preußen, Bayern, Baden und Württemberg の領土拡張。
フランスとイギリスの海戦。ナポレオン法典。









復活祭：Varnhagen と Neumann がハーメルンを訪れる。シャミッソーは、軍隊からの除隊願
いを提出するが夏に拒否される。短編 Adelberts Fabel。７月：Fouqué を訪問。11 月 21 日：シャ
ミッソーの部隊は、戦わずして降伏ハーメルンの要塞を引き渡す。フランスに対する敗北にド
イツ人の戦友と同様な絶望感を味わう。シャミッソーはフランスの彼の家族のところへ旅行し、
両親の死を知る。母 10 月 20 日。父 11 月４日。Cérès Duvernay との新たな出会い。
プロイセン、オーストリア、Kurhessen と Braunschweig をのぞくドイツの諸国はライン同盟
に加入。10 月８日：プロイセンのフランスへの宣戦布告。10 月 14 日：Jena と Auerstedt 近郊
でのナポレオンの勝利。ナポレオンベルリン入場。
1807 年（26 歳）パリの兄弟のところに滞在。９月終わり：ドイツに戻る。Nennhausen の








1810 年（29 歳）フランスの Napoléonville に高等学校教師の職に招聘される。パリ滞在中に
職が取り消されたとの知らせ（後に、再度の招聘があったが、シャミッソーのほうから断
る）。ドイツのコロニーで Alexander von Humboldt, Ludwig Uhland, August Wilhelm Schlegel, 





1812 年（31 歳）友人 de la Foye より植物学への刺激を受ける。
ベルリンで自然科学を学ぶ決意。ナポレオンロシア遠征。










６月 12 日：Otto von Kotzebue を船長としたロシア太平洋北極探検に自然科学者として参加す
ることへの認可を得る。８月 17 日　帆船 »Rurik« 号で出発。
３月：ナポレオンがフランスに戻る。100 日天下。
６月 18 日：Waterloo の戦い。７月７日：ナポレオンがヘレナ島に追放。






1818 年（37 歳）コペンハーゲンを経由 St. Petersburg へ。10 月 31 日：ベルリン着。
シャミッソーは彼の旅の記録の学問的な部分を書く（Bemerkungen und Ansichten,1821 年出版）。
1819 年（38 歳）３月 20 日：ベルリン大学の名誉博士に任命される。10 日後には、彼はベル
リンの自然科学者の協会の会員になる。植物園での第一助手（Botanischen Garten）と王立
－95－
植物標本館（Königlichen Herbarium）の第２責任者（zweiter Kustos）。９月 25 日：18 歳の
Antonie Piaste と結婚（Hitzig の養子）。
ロシア太平洋北極探検の船長の父で作家の August von Kotzebue が暗殺される。８月：カール
スバートの決議。
1820 年（39 歳）最初の息子誕生。植物学の著作 Ein Zweifel und zwei Algen。ギリシャ独立戦争。
1821 年（40 歳）シャミッソーの Bemerkungen und Ansichten 出版。兄 Hippolyte による『ペータ ・ー
シュレミールの不思議な話』のフランス語への翻訳。最初の政治的詩。
ギリシャ独立運動。
1822 年（41 歳）Hoffmann von Fallersleben と知り合う。２番目の息子。
1824 年（43 歳）有用植物と毒性植物についての著作。Hitzig により創設された文学協
会 »Mittwochsgesellschaft« 会 員 に な る。 会 員 は、Eichendorff, Fouqué, Varnhagen, Neumann, 
Immermann など。









2 　Adelbert von Chamisso:  Werke in zwei Bänden. Band 2. Stauffacher-Verlag.  Zürich . 1971,  S.155.シャミッソー





1832 年（51 歳）Deutscher Musenalmanach の編集を Gustav Schwab と始める。
４番目の息子。
Hambacher Feste（支配階級をのぞく職業や国籍を超えた様々な立場の民衆 30000 人によるド
イツ統一と民主主義的要求の集会）。





学アカデミー会員（Berliner Akademie der Wissenschaften）。
Bad Reinerz で湯治。若きドイツ派の本が禁止される。最初のドイツの鉄道。


















Ich träum' als Kind mich zurücke 私は子供にもどり夢見ている
Und schüttle mein greises Haupt; そして己の白髪の頭をふる、
Wie sucht ihr mich heim, ihr Bilder, いかにしてお前たちは私のもとを訪れるのか、
Die lang' ich vergessen geglaubt? 長いこと忘れていたと思っていたお前たちイメージよ。
Hoch ragt aus schatt'gen Gehegen 陰のある領域から高く
Ein schimmerndes Schloß hervor; ほのかに輝く城が聳え立っている、





Die steinerne Brücke, das Thor. 石の橋や、門を知っている。
Es schauen vom Wappenschilde 紋章のついた盾から
Die Löwen so traulich mich an, ライオンたちが親しげに私のほうを眺めている、
Ich grüße die alten Bekannten 私は古い知人たちにあいさつし
Und eile den Burghof hinan. 中庭に急いで入る。
Dort liegt die Sphinx am Brunnen, そこではスフィンクスが泉のそばに横たわり
Dort grünt der Feigenbaum, そこではイチジクの木が緑に茂る、
Dort, hinter diesen Fenstern, そこでは、この窓の後ろで、
Verträumt' ich den ersten Traum. 私は最初の夢を見てすごした。
Ich tret' in die Burgkapelle 私は城の礼拝堂にはいり
Und suche des Ahnherrn Grab 祖先の墓を探す
Dort ist's, dort hängt vom Pfeiler そこにそれがある、そこでは柱から
Das alte Gewaffen herab. あの古い武器がさがっている。
－98－
Noch lesen umflort die Augen 涙で曇り、目はまだ
Die Züge der Inschrift nicht, 刻まれた文字の跡を読めない、
Wie hell durch die bunten Scheiben 色鮮やかなガラス窓を通してなんと明るく
Das Licht darüber auch bricht. 光がその上方に入ることか。
So stehst du, o Schloß meiner Väter, このようにお前はたっている、おお、私の父たちの城よ、
Mir treu und fest in dem Sinn, 私の記憶の中に忠実にそしてしっかりと
Und bist von der Erde verschwunden, そしてお前は地上から消えてしまった、
Der Pflug geht über dich hin. 鋤がお前の上を通り過ぎている。
Sei fruchtbar, o teurer Boden, 実り豊かであれ、おお、かけがえのない土地よ、
Ich segne dich mild und gerührt 私はお前をおだやかにそして感動して祝福する
Und segn' ihn zwiefach, wer immer そしていつもお前の上に
Den Pflug nun über dich führt. 鋤をひく者を重ねて祝福する。
Ich aber will auf mich raffen, しかし私は元気よく立ち上がり、
Mein Saitenspiel in der Hand, 弦楽器を手に、
Die Weiten der Erde durchschweifen, 地上のあちこちをさまよい
Und singen von Land zu Land. 4 そして歌いたい、国から国へと。
　一部の例外的な箇所をのぞき、規則的に１行に３つのヘーブングすなわち強音のある音節を
持つ。ヘーブングの間に１つないし２つのゼンクングすなわち強音のない音節が塡められてい
る。もちろん Sei fruchtbar, o teurer Boden の箇所などは、この行で読まれている意味的な内容
に従って XX´ ´XXX´ ´XX´X などと均衡強音（Schwebende Betonung）で読まれるべきである。比較
的自由な塡めとわずかな均衡強音が、意図された単調さに抑制された動きを与えている。行末
に注目すれば、WAWA/ WBWB/WCWC/………….WHWH/ WIWI と一貫してどの節も偶数行どう
しが韻を踏み、奇数行は無韻である。5 さらに、たとえば第１節を例にすると、
Ich träum' als Kind mich zurücke  XX´XX´XXX´X
Und schüttle mein greises Haupt; XX´XXX´XX´
Wie sucht ihr mich heim, ihr Bilder, XX´XXX´XX´X
Die lang' ich vergessen geglaubt? XX´XXX´XXX´






























に Verträumt' ich den ersten Traum.「私は最初の夢を見てすごした。」の箇所で私は急に過去形
で回想する。時間的にも子供時代から遠ざかり現在の私の視点になってしまっている。第３節
でも、「私は古い知人
























についての Vollker Hoffmann の記述を要約すると、この詩は、先祖 Robert Jean de Chamisso の
墓を墓が実際に存在する隣の村の教会から場所を礼拝堂が現実には存在していないこの城に移











8 　Louis Brouillon: Les origines d’Adelbert de Chamisso. In : Travaux de l’ Académie de Reims. Bd. 127,1. 
Reims. 1910,  S.302-354.  Nach: Gedichte und Interpretationen Band 4, Vom Biedermeier zum Bürgerlichen 
Realismus. Hrsg. von Günter Häntzschel, Philipp Reclam jun. Stuttgart.  1983,  S.63.  Künstlerselbstzeugung 
durch Metamorphose: Naturpoesie aus den Ruinen der Zivilisation. Zu Adalbert Chamissos Gedicht «Das Schloß 
Boncourt».
9 　Vollker Hoffmann: Gedichte und Interpretationen Band 4. Vom Biedermeier zum Bürgerlichen Realismus. Hrsg. 












































Da legten sie, mit gläub'gem Sinn, zu mir dem Knaben
そのとき彼らはおごそかな気持ちを持って子供である私に
Des Vaters Wappenschild und Schwert;
父の紋章や剣をおいた。
Mein Erbe war's, und hatte noch, und sollte haben
私の遺産はそれだった、そしてそれは良き価値を持ち
Auf alle Zeiten guten Wert.
いつの時代にもそうであるはずだった。
Ich bin ergraut, die alte Zeit ist abgelaufen,
私は年をとり、古い時代はすぎさった、
Mein Erb ist worden eitel Rauch.
私が受け継いだ遺産はむなしい煙となった。
Ich mußte, was ich hab und bin, mir selbst erkaufen,
私が持っているもの私が現にある存在を私は自ら買わねばならなかった、





りよほどよい」14 と共和制に共感し 15、貴族ではない妻 16 と結婚したシャミッソーは子供たち
12　Adelbert von Chamisso:  Werke in zwei Bänden, Band 1. Stauffacher-Verlag, Zürich. 1971, S.45.
13　Adelbert von Chamisso:  Werke in zwei Bänden. Band 2. Stauffacher-Verlag. Zürich. 1971, S.43f.
14　Adelbert von Chamisso:  Werke in zwei Bänden. Band 1. Stauffacher-Verlag. Zürich. 1971, S.54.
15　共和制への共感は、すでに 1813 年頃から表明している。たとえば 1813 年の Varnhagen や 1814 年の Louis 
de la Foye 宛ての手紙を参照。
－103－
のために書き残している。
　第７節の「城」と第８節の「大地」には »o Schloß« と »o teurer Boden« のように o という












く過ぎ去った「みずからの日々の夢」（Traum der eignen Tage,）であることが明らかにされる。
Du mein süßes Kind, 私のかわいい子よ、
Nimm, bevor die Müde 疲労が
Deckt das Leichentuch, 遺体の布でおおう前に







　『年老いた洗濯女』die alte Waschfrau （1833）においても同じ思想がうかがえる。恋愛をし
結婚して３人の子供をもうけるが、夫に先立たれ子供たちを育てる。しかし「信仰と希望は失
わず」18（Und Glaub und Hoffnung nicht verloren）勤勉と秩序を糧として勇気をもって生きる。
Adelbert von Chamisso:　Leben und Briefe, Hrsg. von Julius Eduard Hitzig, Eliborn Classics, 2006,（Faksimile, 
1839,  Leipzig）  S341, S.349.
16　「Antonie Piaste が彼女の名前である。ポーランドの王家の出であるかどうかなどとは、問われまい。－私た
ちは、市民である。」Robert Fischer : Adelbert von Chamisso, Erika Klopp Verlag, Berlin-München, 1990, S.162.







Und ich, an meinem Abend, wollte, そして（人生の）夕べに、私は望んだ、
Ich hätte, diesem Weibe gleich, この女のように、私は果たすべきであったことを













Ich aber will auf mich raffen, しかし私は元気よく立ち上がり、
Mein Saitenspiel in der Hand, 私の弦楽器を手に、
Die Weiten der Erde durchschweifen 地上のあちこちをさまよい





Ich möcht' als Spielmann reisen 私は楽師として旅したい
Weit in die Welt hinaus, 世界の遠いところへ、













Soll ich mit dir gehn? あなたと行きましょうか。
Willst zu meinen Liedern 僕の詩（うた）に合わせて









21　Joseph von Eichendorff: Sämtliche Gedichte. Hrsg. Hartwig Schultz.  Deutscher Klassiker Verlag. Frankfurt am 
Main. 2006,  S.84.
22　Wilhelm Müller: Gedichte 1. Hrsg. Maria-Venera Leistner. Verlag Mathias Gatza. Berlin. 1994, S.186.
